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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
つ
つ
が
な
く
新
し
い

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
労
福
協
の
様
々
な
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
台
風
十
九
号
、
そ
れ
と
前
後
し
台
風
十
五
号
、
二
十
一
号
と
相
次
い
だ
災
害
に

よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
ま
し
た
皆
様
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
と
は
と
て
も
言
え
ず
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
等
に

よ
り
、
今
で
は
毎
年
の
よ
う
に
何
ら
か
の
災
害
に
襲
わ
れ
て
お
り
、
世
界
各
地
で
も
台
風

や
集
中
豪
雨
等
に
よ
り
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
九
月
、
国
連
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
十
六
歳
の
少
女
グ
レ
タ
・

ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん
が
「
私
た
ち
は
絶
滅
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
の
に
、
あ
な
た
た
ち
が
話

す
の
は
金
の
こ
と
永
遠
の
経
済
成
長
と
い
う
お
と
ぎ
話
だ
け
、
な
ん
と
い
う
こ
と
だ
・
・
・
」

と
い
う
演
説
に
は
大
人
の
一
人
と
し
て
責
任
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

国
連
の
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の

十
七
の
達
成
目
標
の
中
に
、
環
境
問
題
を
含
め
自
分
に

で
き
る
何
か
に
取
り
組
む
一
年
に
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　

貧
困
に
終
止
符
を
打
ち
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
様
々
な
取
り
組

み
を
労
福
協
は
皆
様
と
と
も
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
今
年
一
年
が
穏
や
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

大山（だいせん）は、鳥取県にある標高1,729mの山。鳥取県西部の旧国名が伯耆国であったこと
から伯耆大山（ほうきだいせん）、あるいはその山容から郷土富士として伯耆富士とも呼ばれる。日
本百名山や日本百景にも選定され、鳥取県のシンボルの一つとされている。天気の良い日は、東部
の鳥取市内からも、見ることができる。撮影は、中部の倉吉市内。



い、お役に立ち必要とされる〈ろうきん〉であるよう、
役職員一丸となって汗をかいてまいりたいと思います。
　本年が、「働くことを軸とする安心社会」が実現できる
年になりますようご祈念申しあげますとともに、その一
助として〈ろうきん〉をご愛顧いただきますようお願い
申しあげまして新年のご挨拶とさせていただきます。

　こくみん共済coop鳥取推進本部
　本部長　松﨑　浩哉　

　新年明けましておめでとうございます。
　皆さまにおかれましては、ますますご清祥
のこととお慶び申し上げます。
　旧年中は、こくみん共済coopの運動に対

しまして、特段のご理解とご協力を賜りましたことに心
から感謝申し上げます。
　昨年も、全国各地で大規模な自然災害が発生し、甚大
な被害をもたらしました。地球環境の変化によって、今
まで想定すらできなかったような自然災害のリスクが日
常的に存在する時代になってきているような気がします。
　また、ご自身やご家族の病気やけが・不慮の事故のリ
スクにも備える必要があります。不幸にしてこのような
事態に陥った時には、相互扶助の共済として生活再建の
お手伝いをさせていただきたいと考えています。
　昨年6月より、新たな愛称「こくみん共済coop」とし
て再スタートをし、これまで以上に組合員の皆さまに寄
り添い、共済事業を身近に感じていただけるよう、役職
員一丸となって精進してまいります。引き続きのご支援・
ご協力をお願いいたします。
　2020年が、皆さまにとって明るく、実り多い1年とな
りますことをご祈念申し上げ、新年のご挨拶といたしま
す。

　鳥取県生活協同組合  　
理事長　浜江　隆二　

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　旧年中は、弊組の事業や活動にご理解とご
支援を賜り、心より御礼申し上げます。

　本年は弊組の設立から70年となります。長い歴史の中
で幾多の困難を克服し、このように大きな節目を迎える
ことができますのは、ひとえに地域の皆様をはじめとす
る「協同の力」の賜物と心より感謝を申し上げる次第で
す。本年におきましても、諸団体の皆様との協同を大切に、
誰もが安心して暮らせる地域社会づくりにむけ力を尽く
していく所存です。そして、「歴史に学び・今を考え・未
来につなぐ」、節目の年にして参りたいと存じます。
　年頭にあたり、皆様のご健勝とご多幸を祈念申し上げ、
新年のご挨拶といたします。

　日本労働組合総連合会鳥取県連合会　
会　長　本川　博孝　

　新年あけましておめでとうございます。
　ご家族お揃いで新春をお迎えになられたこ
とお慶び申し上げます。

　旧年中は、連合鳥取の運動に対しまして、ご理解とご
協力を賜り感謝申し上げます。
　1990年2月9日に、連合鳥取統一大会が開催され、32
構成組織、33,752名の組合員でスタートし、今年で結成
30年を迎えることとなりました。
　今日まで、労働者の地位向上と労働基本権の確立、県
民生活の向上など、積み重ねられた運動は、多くの困難
を克服し奮闘された先輩、こぶしを重ねて闘った仲間と
の奮闘の結果であります。あらためて、心より敬意と感
謝を申し上げます。
　今、日本社会は、少子高齢化や人口減少社会による労
働力不足という構造的な問題を抱え、長時間労働や過重
労働が労働者の生命を危険にさらし、短時間・有期・派
遣などの雇用形態で働く多くの労働者には、将来の雇用
や生活に対す不満や怒りが蔓延しています。
　今、必要なことは、労働者・生活者の視点での経済の
成長であり、誰もが安心して働き続けられる環境を整え
る事です。
　これまで、労働者福祉事業は、労働者・生活者の福祉
向上に大きな役割を果たしてきましたが、活動領域は年々
広がり、様々な事に柔軟に対応することも求められてい
ます。
　それぞれの持ち場・立場での取り組みに全力を挙げ、
すべての労働者・生活者の希望と安心を取り戻し、「働く
ことを軸とする安心社会」の実現をめざし、総がかりで
行動しなければなりません。皆さんとともに取り組みを
進めて行きます。　
　2020年が、皆様にとって素晴らしい年になることを祈
念し、新年のごあいさつといたします。

　　中国労働金庫鳥取県営業本部　
本部長　西村　裕生　

　あけましておめでとうございます。
　2020年の新年をご家族とともに健やかに
迎えられたこととお慶び申しあげます。
　日本経済は、消費税の増税や中国経済の

減速と米中貿易摩擦等を起因とした世界経済の減速など
から先行きは不透明と言わざるを得ず、増税後の消費動
向の減退や日銀のマイナス金利政策の長期化などにより、
金融環境は厳しさを増す一方となっています。
　さらに、賃金情勢は社会保障費の負担増に伴い、実質
賃金は1997年以降減少し続けるなど、勤労者を取り巻く
環境は依然として厳しい状況が続いています。
　私たち労働金庫は「働く人たちの助け合い」によって
創設された勤労者福祉金融機関です。
　厳しい状況下だからこそ、勤労者のみなさまに寄り添

新年ご挨拶
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　鳥取医療生活協同組合  　
組合長理事　竹内　　勤　

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　昨年、「協同の力でいのち輝く鳥取をつく
ろう」のスローガンを掲げ事業と運動を進め

てきました。健康チャレンジ4000人超参加、“地域の困
った”を解決する「なんでも相談員養成講座」75名終了
など地域の住民・組合員の協同の力を高めてきました。
　事業活動では地域包括ケア型の事業構造転換をめざし、
鳥取生協病院、鹿野温泉病院など各事業所が挑戦しまし
た。新設の歯科クリニック鹿野では歯科医療の質向上、
経営改善が進みました。また貧困と格差が広がる中で「無
料低額診療事業」の充実拡大に取組んでいます。
　今年は、世界では核兵器禁止条約批准の運動が広がり、
国内では健康やくらし、社会保障の改善充実が鋭く問わ
れます。厚労省が発表した県内４病院を含む424病院の
再編・統合問題での医療関係者を含む市民運動の広がり
が重要となります。
　皆様にとりまして、よき年になるよう祈念し、新年の
ご挨拶といたします。

　鳥取県労働者福祉協議会東部支部　
支部長　磯見　義春　

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は労福協東部支部の活動に格別のご
理解とご協力を賜り、心よりお礼を申し上げ

ます。
　近年、日本各地で多くの自然災害に見舞われており改
めて防災意識が高まったのではないでしょうか。また、
私たちを取り巻く環境は今「働き方改革」が進められて
いますが、少子高齢化に伴う人員不足による長時間労働
の是正や非正規労働者の労働条件の改善など、私たちが
実感できていないのが現実だと思います。この様な時こ
そ、組合員同士が強く結束した労働運動が必要だと感じ
ます。
　本年も昨年同様「連帯・協同でつくる安心・共生の福
祉社会の実現」に向けて活動していきますので、各種活
動への積極的なご参加をお願い申し上げますとともに、
皆様とご家族のご健勝と、今年一年が明るい年になりま
すよう祈念いたしまして新年のご挨拶とさせていただき
ます。

　鳥取県労働者福祉協議会中部支部　
支部長　盛山　　修　

　新年おめでとうございます。
　旧年中は、格別なご高配を賜り有り難く厚
くお礼申しあげます。新年を迎え皆様とご家

族のご健勝と、今年一年が明るく、素晴らしい一年にな
るよう心よりお祈り申し上げます。
　2019年を振り返ってみますと、５月１日から改元され
て、平成から令和に変わり、新たな時代の幕開けの喜び
の中、私も中部支部支部長を受ける事になり、共に新た
なスタートを切ることとなりました。
　その中で、不安や緊張を抱えていましたが、四役・常
任幹事の皆様からの力強いご協力のもと、労働者スポー
ツ祭典を始め、労福協まつりに多くの組合員とそのご家
族、地域の方に参加して頂き、盛大に開催できた事に感
謝を申し上げます。

　今後も「連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会」
をつくる為にも、皆様とＯＮＥ　ＴＥＡＭとなり、労福
協運動を更に強く進めて行きたいと思います。
　結びとなりますが、皆様にとって、2020年が、幸多き
年となりますようご祈念申し上げ、簡単ではありますが、
新年のご挨拶とさせて頂きます。

　鳥取県労働者福祉協議会西部支部　
支部長　景山　　礼　

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、労福協西部支部の活動にご理解
とご協力をいただき、心よりお礼を申し上げ
ます。

　近年、全国で未曾有の大災害が発生しており、2019年
も甚大な被害をもたらす自然災害が相次いだ１年でした。
また、景気は回復傾向といいながらも、財政出動により
何とか維持をしている状況であり、私たちが豊かさを感
じられるようになっているとは言えません。
　このような状況の中、私たち労働者がつくる福祉事業
団体である“国民共済COOP”や“ろうきん”の役割が
改めて重要になってきていると思います。また、近年は、
災害時や社会における「自助」、「共助」、「公助」の中でも、
特に「共助」が重要であると言われており、そういう意
味でも、「連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会」を
目指す労福協運動がますます重要となってきます。
　本年も昨年同様、各種活動に積極的なご参加をお願い
申し上げますとともに、皆さま方並びにご家族のご健勝
とご多幸を祈念しまして年頭のあいさつとさせていただ
きます。

　鳥取県中小企業労働相談所「みなくる」　
管理運営マネージャー　鈴木　直子　

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は鳥取県中小企業労働相談所「みな
くる」への事業に対し、ご理解とご協力を賜
り心よりお礼申し上げます。

　昨年の労働相談では、働き方改革に関する相談や退職
に関する相談、人間関係に関するハラスメントの相談が
多く寄せられました。また社内研修の講師派遣事業では、
ハラスメントやコミュニケーションのテーマを希望され
る事業所が多く、少しでも働きやすい職場にしたい！と
いう思いが伝わってきた１年でした。今年も引き続き、
働きやすい職場づくりのお手伝いや、気軽に相談できる
『皆

みな

が来
く

るみなくる
4 4 4 4

』を目指して、相談員一同努めてまい
ります。
　皆様が、心身ともに健康で活き活きと働き続けられる
一年になることを祈念して、新年のご挨拶といたします。

目 次 ――――――――――――――――――――
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こころの相談会開催報告・最低賃金������ P7

県生協からのお知らせ・SDGs広告�������� P8
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こくみん共済coop＜全労済＞
鳥取推進本部 

■ 東部支所　　　　　☎ 0857-22-8234　
■ 共済ｼｮｯﾌﾟ倉吉店　  ☎ 0858-23-2855　
■ 西部支所　　　　　☎ 0859-22-4133

（ 鳥取県共済生活協同組合 ）

3219S002
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結成70周年記念レセプション・
第64回定期総会開催

中　央
労福協

　2019年11月28日(木)、東京・日暮里ホテルラングウッドにて結

成70周年記念レセプションが開催され、安長理事長、田中専務が出

席しました。

　中央労福協は、1949年に結成

以来、2019年８月で70周年を迎

えました。この70年、組織の枠を

超えて「福祉はひとつ」という創

業の精神のもと、すべての働く人たちの幸せと豊かさをめざして、労

働者福祉運動を推進してきました。これまでの活動を振り返るととも

に、今後の活動の充実への決意を改めました。（写真：「福祉はひとつ」は、

書道家金沢翔子さんが書かれたものです。）

　翌日は、定期総会が開催され、第１号議案から第９号議案まで審議

され、すべての議案が承認されました。今総会は役員改選があり、花

井圭子事務局長が参与に就任され、新たに事務局長として、南部美智

代さん（連合）が就任されました。

第30回 囲碁・将棋大会開催のお知らせ
第30回囲碁・将棋大会を以下のとおり開催します。みなさまのご参加お待ちしています！！

開催日時　　2020年２月９日（日）受付10時より　開会10時20分　
開催場所　　「まなびタウンとうはく」
　　　　　　　東伯郡琴浦町徳万266－5（浦安駅東隣）電話0858－52－1111

参加資格　　�県内勤労者の団体（労働組合・企業単位及び事業団体等）で、原則としてアマチュアであるこ
と。OBの参加も可能。

申 込 先　　お申し込みは各支部へお願い致します。
　　　　　　参加申込書は、ホームページからプリントアウト出来ますので、ご利用ください。

▪労福協東部支部
〒680-0847鳥取市天神町30-5
鳥取県労働会館3階
電話 0857-27-4188　
FAX 0857-24-8149
e-mail tottori@roufuku.jp

▪労福協中部支部
〒682-0804倉吉市東昭和町286-2
電話 0858-23-7205　
FAX 0858-23-7206

▪労福協西部支部
〒683-0067米子市東町189-2
西部労働者福祉会館2階
電話 0859-23-2030　
FAX 0859-23-2090

参加費
無料

▼

※昨年の様子
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『こころの相談会』＆
『ひきこもりからの回復 ＤＶＤ上映会』報告

　鳥取11/16、倉吉11/17、米子11/23

　今年で10年目となる「こころの相談会」を、11月に鳥取・倉吉・米子の３会場で

開催し、合計26件の相談対応をしました。今年はNHK厚生文化事業団福祉ビデオラ

イブラリー「ひきこもりからの回復」のDVD上映会も同時に行い、３会場延べ63名

の方にご視聴いただきました。

鳥取会場 倉吉会場 米子会場 合 計
場　所 県立図書館 倉吉交流プラザ 米子コンベンションセンター －
開 催 日 11月16日（土） 11月17日（日） 11月23日（祝・土） －

産業カウンセラー ６名 ５名 ９名 20名

相談件数 ６件 ９件 11件 26件
（うち ひきこもり相談11件）

DVD（午前） 10名 9名 13名 32名
63名

DVD（午後） 11名 6名 14名 31名

ひきこもりからの回復（DVD上映）

【午前】（上映時間約90分）

　私がひきこもった理由
　　　～回復へのヒントを探る～
【午後】（上映時間約70分）

　我が子がひきこもったとき
　　　～家族の役割と支援～

　こころの相談では、仕事を辞めようか悩んでいるとか、母親との

関係性の中で悩んでいるなど様々な内容の相談でした。また、この

度はひきこもりのDVD視聴後に個別相談をされる方も多く、長くひ

きこもっている我が子のことを心配する家族からの声を聴かせてい

ただきました。

　ひきこもりからの回復のDVD上映会では、皆さん熱心に視聴され、

必死にメモを取られている姿が印象的でした。今回のDVD上映会は、

初めての試みでしたが、大変好評であったと思います。

　悩みを打ち明けたことやDVDを見たことで、相談者が少しでも気

持ちがラクになったり、気づきが生まれ、何か方向性が見えてきた

りすることを願ってやみません。参加された皆様、ご協力いただい

た団体の皆様、本当にありがとうございました。

鳥取県の最低賃金

◦地域別最低賃金

最低賃金の名称 時間額 発効年月日

鳥取県最低賃金 ７９０円 令和元年10月５日

◦特定（産業別）最低賃金

最低賃金の名称 時間額 発効年月日

鳥取県電子部品・デバイス・電子回路、電気

機械器具、情報通信機械器具製造業最低賃金
８０７円 令和元年12月28日

詳しくは、鳥取労働局労働基準部賃金室（0857-29-1705）又は最寄りの労働基準監督署にお問い合わせください。

DVD鳥取会場

DVD米子会場
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鳥取県労福協HPへ
（スマホ対応）
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